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要撃董羞要雪誓･董茎 重

芙

た
｡

従
つ

て
､

ケ

イ

長
期
停
滞
理

論
の

生

七

年
乃
至

十

年
を

闇

れ

故
に

ま

た

｢

祀

合

は

本
質
的
に

異
た

る

に

わ

た

り

楷
績

的
に

で

あ

る
｡

わ

れ

わ

れ

え

て

よ

い
｡

長
期

侍

し

て

い

る
｡

し

か

し



も
･

′

㌧
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､

許

そ
の

多
く
の

停

滞
理

論
の

中
に
､

わ

れ

わ

れ

偲

明

瞭
に

区
別
し

う

る

二

言
理

静
を

見
出
す
こ

と

が

出

来
る

で

あ

ろ

う
｡

這
い

わ

ゆ

る

外
生

理

静
と

呼

ぼ
れ

る

も
の

で

あ

り
､

飽

は

内
生

理

論
で

あ

る
｡

前
者
は
､

停
滞
の

究
極

的
な

原

因
を

人

ミ

技
術
等
の

外
生

的

急
ハ

件

の

欒
動
に

未
満

よ

う

と

す
る

見
解
で

あ

り
､

で

ヤ
下

マ

ー

ル
､

R

･

F

･

ハ

ロ

ブ

下
､

A
･

苧
ハ

ン

セ

ン

､

■
B
･

ヒ

ギ
ン

ス

は

こ

打

カ

テ

ゴ

リ
■
-

に

廃
し

て

い

る
｡

差
後
者
は
､

あ

く

書
こ

れ

を

覧
内
生

的

姦
要
因
の

欒
化
､

す
な

わ

ち
､

是
的

墓
碑
の

運

動
法

則
に

凝
着
せ

し

め

享
つ

と

す
る

見
解
で

あ

り
､

わ

れ

わ

れ

ほ

こ
･
ゝ

で

は

代

表

的
な

拳
詮
と
し

て
､

1
･

シ

言
イ

ン

下

ル

お

よ

び

P

･

M
･

ス

タ
イ

ー

ジ

ー

を

あ

げ

る

で

あ

ろ

う
｡

外
生

的
停
滞
理

論
は
､

び

と
し

く

外
生

因

子
の

欒
動
に

依
接
し

な

が

ら
､

更
に

外

生

要

ノ

因
の

成
長
率
の

減
少

そ
れ

自
濃
に

停
滞
の

原
因

を

見
出

さ

ん

と

す
る
､

い

わ

ば

成

長
率
減
少

詮
と
､

こ

の

成

長
率
が

適
正

成
長
率
よ

り

も
､

相

封

的
に

低
位
に

あ

る

こ

と
に

原
因
を

求
む

る
､

い

わ

ば

不

比

例
詮
と

に

区
別

す
る

こ
.
と
が

出

来
る

で

あ

ろ

う
｡

叉

内
生
理

論
も
､

そ
の

原

因

を

経
臍
の

猫
占

化

(

乃
至

寡
占

化
)

に

求
む
る
､

■い

わ

ば

猫
占

化

詮
と
､

こ

れ

を

過

少

消
費
に

求
む
る

過
少

消
費

詮
と
に

分
つ

て

よ

い

で

あ

ろ

う
｡

わ
れ

わ

れ

の

研

究
は
､

従
来
の

諸
停
滞
理

論
を
､

以

上
の

硯
鮎
か

ら

系

統

的
に

整
理

し
､

そ
の

根
壊
を

明
ら

か
に

す
る

こ

と

に

ょ

つ

て
､

一

新
し

い

停
滞
理

論
へ

の

準
備

作
業
た
ら

ん

と

す
る

に

あ
る
｡

･

{
l
)

P

空
c

賢
d
O

こ
リ

F
e

旦
邑
p
-

e
∽

｡
f

旦
-

t
i

邑
e

…

冒
2
叫

呂
み

富

賢
呂
)

勺

邑
琵
e

-

二

外
生

的
停
滞
理

論

-

∂

表
滑
々
､

.
究
極

的
に

は
､

人
口
､

蒜
筆
の

経
韓
外
生

的

基
因
に

求
む

る

こ

の

理

雰
野
は
､

､

慧
停

雷
静
の

誓
ん

ど

大

部
分

朗

こ

経

済
停
滞
理

静
の

二

つ

の

載

塑
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■･
､
+

ら
､

こ

れ

ら

生

産
諸

要
因
の

増
加
が

資
本
の

増
加
に

及
ぼ
な

い

時
に

は
､

資
本
量
単

位
首
り

の

社
食
的
平

均
生

産
力
め

割

食
ほ

ツ

よ

り

も

小

と
な

ら

ざ

る

を

得
な
い

で

あ

ろ

う
｡

こ

れ

を

ケ

で

表
わ

す
｡

?
は

し

た

が

つ

て

完
全

雇
傭
の

も

と
に

お

け

る

資
本

書
単

位
普
り

生

産
能

力
附
加

分
の
.
割
合
を

示

し
､

そ
の

生

産
力
増
分
は

打

と
な

る
｡

下

マ

ー

ル

は
こ

れ

ら
の

関
係
を

次
の

よ

う
に

表
わ

す
｡

･

生

産
力

教
典
は

､

】

q

‖

セ
､

.

(

-
.

-

)

乗
数
欺
果
は

叫
､

-

､

免

■-
)
､
､

か

く
て

完
全

屋
傭
の

も
と

に

お

け

る

均
衡
方
程
式
は
､

セ
ミ

ー1

b
､

す
な

わ

ち

､

h
ニ
､

9

n
h
q

従
つ

て
､

h
､

＼

h

=
R
q

】

¶
-
○

㌔
三

岡

様
に

し
て

巧
＼

『
=
屯
q

『
=
】

㌔
Q

喜
一

熊
q

は

完
全

雇
傭
を

維
持
す
る

均
衡
成
長
率
で

あ

る
｡

か

く
て

q
熊

<
く
R

(
-
●

ご

(
-
一

N

)

(
-
.

い

)

(

r

土

､

(

-
一

い

)

(
-
.

8

経
済
停
背
理

静
の

二

つ

の

類
型
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ヽ

/

一

】

療

論

叢

弟
三

十

春

希
大

鏡

入

｡

一
ア

ド

に

お

け

る

適
正

成
長
率
‰
を
､

1
･

昌
ン

ソ

ン

に

な

ら
つ

て
･
｢

仝
饅
と

し

て

考
え

ら

れ

る

資
本
ス

ト

ッ

ク

の

完
全

利
用

を

楷

(

3
)

績
的
に

保
澄
す
ろ

成

長
率
+

と

定
義
す
れ

ぽ
､

上

式
は

句

入
屯
毒

或
は

さ
苧
ハ

せ

(

-
･

∞
)

す
な

わ

ち
､

鮎
に

よ

つ

て

生
起

す
る

生

産
力
の

附
加

分

ヤ
(

貯
蓄
の

供
給
が
､

完
全

雇
傭
を

維
持
す
る

た

め

に

要

求
さ

れ

る

蓄
積
率
に

勤

し

て

過

剰

牢
る

場
合
は
､

労
働
力

そ
の

偲
の

生

産
要

因
に

制
約
さ

れ

て
､

た

か

だ

か

吼
で

し

か

成

長
し

得
な

い

所

得
増
分
を

超
過
し
､

過

剰
能
力
を

も

た

ら

す
｡

マ

ル

ク

ス

の

心

わ

ゆ
る

資
本
吼

過

剰
生

産
に

外

な
ら

な
い
｡

し

か

も
､

表
に

過

剰

能
力
の

存
在
は

投

資
に

負
の

数
果
を

叉
ノ

か

ら
､

新
投

資
は

益
々

下

落
し
､

現

賓
の

成

長
率
を

低
↑

せ

し

め
て

慢
性
的
不

況
を

惹
起

す
る
｡

こ

の

不

況
の

懸
念
を

除

却

し
､

過

剰
能
力

を

吸

収

せ

し

む

る

た

め

に

は
､

層
に

急
速

挙
る

新
投

資
の

蟄
展
が

存
在
し

な

け

れ

ば

な
ら

な

ぶ
､

ま

さ

に

こ

の

投

資
の

増
加

は
､

労
働
力
､

自
然

資
瀕

等
に

封
す
る

資
本
ス

ー

ツ

ク

の

此

を

高
め
､

こ

れ

が

も

は

や
､

労
働
力
､

自
然
資
源

に

十

分
見
合
わ

ざ
る

に

い

た

り
､

資
本
損
失
を

結
果
し

て

q

<
ヾ

を

楷
績
せ

し

め

る
｡

つ

ま

り

下

マ

ー

ル

に

お

け

る

停
滞
の

本

質
的
原

因
は
､

投
資
の

二

重

性

を

契
機
と

し
て

資
本
ス

ー

ツ

ク

と
､

労
働
力

そ
の

他
の

生

産
諸

要
因

間
の

不

此

例

性

1
穿
働
カ
そ
の

他
の

生

産
諸

要
因

を

こ

え

る

資
本
ス

†
ッ

ク

の

増
大
-
の

存
在
に

あ

る
｡

従
つ

て
､

チ
と

γ

を

等
し

く
し
､

停
滞
を

阻
止

す
る

た

め

に

は
､

何
よ

り

も
ま

ず
､

努
働
節
約

的
た

(

4
)

技
術
革
新

牢
よ

つ

て

芸
高
め
､

吼
を

吼
に

等
し
い

水

準
に

ま

で

引
上

げ

る

事
を

企

圏
し

た

彼
の

所

論
は
､

そ
の

限
り

首
尾

哀
し

た

も

(

5
)

の

と
い

ゝ

う
る

で

あ

ろ

う
｡

停
滞
を

専
ら

有
数
需
要
の

不

足
に

求
む

る

表
の

需
要
静
的
所

詮
と

具

誉
ノ

下

マ

ー

ル

は
､

有
数
需
要
の

不

声

足
と
い

う

よ

り

は
勺

む
し

ろ

生

産
力

教
果
に

着
目
し

て
､

生

産
諸
要

因

間
の

不

此

例
性
に

従
つ

て

叉

過

剰
能
力
の

異
境
に

停
滞
の

第

妄

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

的
原

因

を

見
出
し
､

停
滞
の

供
給

論
的
特
性
を

浮
き

ぽ

り

に

し

た
｡

更
に

停
滞
現

象
を
､

悼
性
的
失
条
規

讐
論
理

的
に

等
値
と

考
え

て

ヽ

･ヽ
ヽ

占β∂

､

外

‥

一
せ

′

ふ

～ t ㌻



′･野二三; 腎
琴 鰐 警轡 ,･ ～ 野･= 攣 幣苧警琴撃野

草撃■攣琴さ
･
ニ∴発琴撃撃琴買軍′子;軍て､.

…苧軍撃襲撃書ぎ≡軍亮… 甲 モ

,≒ 準妄攣警
′･
乞‾､･ ･‾＼′〉′ 丁 ノ

監軍
ソ

▲

･■ 61

_′
‡頸;ニミこ一

理 質 き
･… 等七

輪 を た

･
登･二
J

. 存 嘆 ヱ 雇 ヱ 術 ユ ヱ 念 ｡ ｡ ｡ ｡ 言 蒜景
■

警
( ( /

{
＼ /

′
‾

ヽ

･賢妻

舶喜･

/

鮮し が 爾 ン 名 全 う き

言霊書芸邑警蓋冒
′

蓋警王墓撃孟冨旦豊臣粁 誉墓石頂 困 か

､

一隻

梯〒丁
--･･

, β∂9

+
r

一ム
ー



妄き‡て′
ご一■ ､

h

■ノ
ダ■■ ′ ‾ゝ■二 さ･ユ

ご
メ
1

票･.

一宇
; ､ 6 2 一

` ∴

萱鷲
■

ナ ･を 已 p う な 諸 用 に

イ

1てこ餞

巨 富蓋妄 言..
`

ぎ; 蓋写･琶
一

重
■

蓋
.
三三

ノ■
∴箋等

J
産 資 る

, 旨 .
ン 欺 あ ゆ は 歩 下 ･

∴ 訣J

∴や 芸歪 ま
■

孟夏警善一孟墓室買三忘･_･
二

.二三
一

頭_

㌻

ミ ′蔓萱
‾

冨萱重量∴…蔓蓋芸二重苦芸･.童羞(蔓ノ…
'宅

諾

寺
｢

莞
竜

言

型

男
.
イ'

1
考

主毒

プ

プニ

莞
ミ← 望

‾

嚢 毒藍真筆藁葦嘉至芸
論ヱ

芸
蹄 資 ( ( ( は 産 金 す一率 完 - と さ 三

的 本 ド P ド, 爽 出 利 る -
､

全 抜 こ つ

に ス 古 古 じ の 高 用
○

あ 雇 衝 れ の

要 一 如 の に こ る 勝 進 で 基
求 ツ く 現 も の い 威 歩 あ 本
さ ク た 穿 と 適 は 長■､

に る 的
れ･ の

■ る の づ 正 そ 率
､
も ･

○

要
る 増

○

成 く
. 成

れ に と こ 素
､

｢

資 分 長 成 長 が 外 づ れ の

本 の 率 長 率 貫 な く ら 園
ス 此

､

率 に 譲 ら 紙 の 係
t■
』 』 す

､

っ さ な 産 う に

≧三
∴

音嘗喜貴重董蓋骨壷軍
-ふ 雇

_

･宣言書蔓草濠蔓蓋
卜

定 暮夏.提言慧誇妄竺
■

ヽ

占∂♂

;
う
.二

■藍哀壬- ､二



一監監こ ピ
′･

〉

ヰニ÷/ ･
-
J

､
〉
二

聖賢ヌ ー 6豆
′ノ乍■■
て

だミ′二
`

■

′…
､‥j二

霊宝
‾

芸･子吉蓋 買 冨誓書葵君
三

芳き薫香墓蓋
モ

雲雀彗義一孟葦葦
,
ご
虹

■
-

･撃掛豪君葦墨
■

書芸撃蔓
一

言藁去
_
羞+

～･ノ季冬･･芸.愛書墨
■

言霊
屯■

冨
･誓書†芸

‾

藁要
撃ヱ

斗
ち

よ
､

設語 学票召
○

雪空

､蜃…
言

､聖書 嚢･蓋
■

焚
†J

至 ご 宴票 蒜習
{

妄 言 嘉 ㌧ 含造
い に 過 投 積 因

二

･芸
･

_
墓華藁 撃蔓

､ ･･･J -

ヽ

プ

占9 J

､ト÷
=

ふ

■､ ご夢‾三



鞄
妄二 男

て〈 達 一 浩
･ ぎご

, 7 斗･
--･
声▲-′■

L

､ 澤… ･だ J

ヰ

毎

毒

頭

E

64

}
.

敢 生 み･ ケ 蓄 堆 ス の 者
愈 産 ハ よ

(
イ 積 積 ･ t 不 を

曇 ･ 孝 子･
㌔望

差等言三悪警

二

…
二千車掌

′

■

喜
■

毒害葦〒董苧
●

誓言
･

靂を喜
‾

冨漂董
∴要撃

0
0

鮒
‾一

九

_
◆ . 喜

`

奮_ 蓋雷雲墓蓋蔓
な

Vヽ

ら サ ッ ツ
､

†

え る ク ク 過･ ツ

て
○

の を 剰 ク

占ββ



セ
ー1
崎

勺

か
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に
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､

勺
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内
.

(

N
･

〇
(

N
･

∞
)

(

N
.

-

8

に

お

い

て

未
知

数
は
､

g
､

ア
､

ア
､

β
､

内
=
物

音
＼

平

内
.

-

･

.

奥
内

.

=
血

書
＼

史
1

(

N
.

や
)

(
N
一

-

○
)

γ

だ

か

ら

こ

の

髄
系

は
ー

β
n

O

ヨ
旦
e
t

e

馬
∽

t

e

冒

で

あ

る

(

N

∴
〓
し

(

N
●

-

-

)

は
､

均
衡
成
長
率
を

示

す
｡

わ

れ

わ

れ

は
､

上
の

方
程

式
か

ら

各
種
の

成
長

率
を

作
り
､

そ
の

間
の

関
係

を

た

ず
ね

る

こ

と
に

し

ょ

う
｡

(
N
.

∞

)

及
び

(
N

J
O
)

か

ら

』
}

J

『
=

』

空
包

＋

』

卓
一
円
十

』

ミ
ヾ

す
な

わ

ち

屯

n

』

ミ
屯

＋

屯
ざ

＋

』

ミ
ヾ

■

(
N
.

-

N

)

(
N
.

古

式
か
ら

寄
合
､

号
』

奥
内

÷
一

戸
=

貴
志
毒

(

N

畠
･

一

般
に

停
滞
の

場
合
に

は

○

<
崎

<
-

に

心

て
､

益
々

小
と

た

つ

て

ゆ

く

僻
何
が

あ

る

か

ら
､

左

遽
第
一

項
は

負
､

従
つ

て

屯
さ

屯
-

て

あ

る
｡

.

(

1 2
)

わ

れ

わ

れ

は

更
に
､

労
働
の

生

産
性
を

停
滞
理

論
に

導
入
し
､

前
の

所

論
を

補
足
し

ょ

う
｡

こ

1

で

は

専
ら

停
滞
問
題
に

階
建
し
､

い

･
わ

ゆ

る

吼
と

鮎
の

解
離
を

究
明

す
る
｡

人
口

構
成
を

不

変
せ

す
れ

ば
､

人
口

増

加

率

』

き
宅

ほ

求
職
労
働
人
口

の

増
加

率

ヒ

ト
＼

ト

に

(

1 3
)

郎

■
等
し

い
｡

(
N
.

3
を

考
慮
す
る

と
､

経
済
停
滞
理

静
の

二

つ

.の

類
型

さ∂3
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叢
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六
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-1
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＼

即
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呈

セ
ト
一

也
h

は

夫

三
不

全
操

業
及
･
び

完
全

属
僚
の

も
と

に

お

け

る

労
働
生

産
性
で

あ

る
｡

(

N

ニ
古

式
か

ら

ト
･

(

単
一
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-1

内
･

ミ

ロ

(

N

+
山

)

●

ト
･

(

h

ぺ
ト
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n

内
＼

p

(

N
･

-

告

い

ま
､

セ
ト

=
ソ

毒

虫
ト
=
y
菅

卓
ト
=

司

(

労
働
の

資
本

装
備
率
)

と
お

け

ぼ
､

(

N
･

-

山

)

及

び

(

N
･

-

か

)

か

ら
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夫
々

■』

亡
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㌢
さ
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』

内
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申
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＼
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屯
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(
N
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』
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＼

ト

＋

』

㌣
し
y
畠

=

』

旦
内
-1

屯
弓

(
N
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00
)

停
滞
の

状
態
に

お

い

て
､

労
働
生

産
性
の

増
加

率
は
､

成
長
率
に

封

渡
す
る
｡

し

か

し
､

こ

の

た

め

に

は

資
本

袈
備
率
と

労
働
生

産
性
の

閲
係
が

問
わ

れ

な

け

れ

ぼ

た

ら

な

い
｡

(

N
.

-

古

式
か

ら

(

甘
･j
r

小
芋
∵

ま
)

‖

小
甘

(

昌

こ

れ

か

ら

』
y
さ

戸
旨

=

ヒ

旦
司

＋

含
＼

や

』

㌢
＼

㌢

早
=

』

旦
司

(

N
･

N

O
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右
の

式
か

ら

明
ら

か

な

如
く
､

労
働
生

産
性
は
､

資
本
装
備
率
に

正

比

例
し
､

技

術
進
歩
が

中

立

的
な
る

限
ト
､

有
機

的
構

成
の

高
度
化

β9,j
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穿
衛
生

産

性
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め
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に

q
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=
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㌻
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l

=

司
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毒

(

N
･

巴
し

▼
か

く
て

■

崎
-

ラ
き

Ⅵ
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ラ
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(
N
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N
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崎

<
-

な
ら

ば

㌢
さ

<

ざ

(

N
.

N
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)

､

以
上
の

労
働
生

産
性
に

閲
す
る

所

詮
か

ら
､

わ

れ

わ

れ

は

次
の

よ

う

な
こ

と
を

知
る

で

あ

ろ

う
｡

吼
と

鮎
の

解
離
を

窺
定
す
る

貪
崎

は
､

そ
の

ま
ゝ

㌦
の

増

加
率
と

㌦
の

増

加

率
の

間
の

解
離
を

規
定
し
､

又

絶
封

的
水
準
ア

と

テ
の

解
離
を

規
定
し

た

?
は
､

▼
全

く

同

様
に

㌦

と

㍍
の
.
解
離
を

規
定
し
､

そ
の

関
係
は

相

互

に

全

く

封
應
的
で

あ

る
｡

こ

れ

ま
で

浮
力

の

べ

た

如
ぺ
､

(

ロ

ブ

下

に

お

け
る

停
滞
の

本
質
的
原
因

は
､

ま

さ

に

ド

マ

ー

ル

の

投
資
の

二

重

性
教
具
に

封

應

す
る

ア

ン

チ

ノ

ミ

ー

理

論
を

軸
心

と
し

て
､

屯

も
㌔

ハ
払

或
は

Q

屯
<
内
に

存
す
る
｡

こ

ゝ

で

ア

ン

チ

ノ

ミ

ー

理

論
と

は
､

提

供
さ

れ

る

貯
蓄

､

量
は

庖
期

的
に

も

長
期
的
に

も

生

産

単
向

の

｢

水

準
+

に

依
存

す
る

が
､

需
要
さ

れ
■
る

貯
蓄
量
は

主

と
し

て

仝

産
出

量
の

｢

増

加

率
+

に

依
存

す
る

と
い

う
こ

と
を

内

容
と

す
る

理

論
で

あ

る
｡

固
式
的
に

は

』
】
､

p
=
伽

呵

(
N
.

N

い

)

こ

れ

を

若
干

欒
形
す
る

と
下

マ

ー

ル

式
に

等
し
い

(

N
.

い
)

式
を

う

る
｡

す
な
わ

ち
､

貯
蓄

供
給
は

(

N
.

〇

式
に

お

い

て

ま

さ

に

資
本
ス

ー

ツ

ク

の

附
加
で

あ

り
､

こ

れ

は

新
し

い

生

産
力
〟

を

生

み

だ

す
こ

と

に

よ

つ

て
､

長
期
に

わ

た

り

増

加
せ

る

生

産
物
. の

流
れ

を

保
資
す

る
｡

こ

れ

に

勤
し

貯
蓄

需
要
､

す
な

わ

ち

投
資
は

質

物
所

得
の

増

加
な

し

に

は

誘

襲
せ

ら

れ

な

い

か

ら
､

安
物
所

得
が

も

と
の

水

準
に

止

-

∂

■67

･

ま
つ

て

い

る

限
り
､

川

昔
封

曝
す
る

有
数
需
要
を

生

み

聖
亡

思
｡

モ
に

い

わ
･
ば

需
要
と

供
給
の

ギ
ャ

グ

ブ

を

惹
き

起
し
､

遊
休
能

力

由

■

経
済
停

滞
艶

静
の

二

つ

の

赦
型
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靡

●

を

も
た

ら

す
｡

い

ま

綴
り

に

屯

∨
屯
㌢

で

あ
つ

て

も
､

を
れ

は

貴
物
所

得
の

上

昇
に

ょ

つ

て

β

を

高
め
､

資
本
ス

ー

プ

ク

を

増
加
し

て

能

一
紺

】

h

リ

カ
を

益
々

増
大
せ

し

め
､

吼
を

引
上

げ

る
｡

他

方
吼
は
､

外
生

的
要
因

に

ょ

つ

て

規
定
せ

ら

れ

る

か

ら
､

屯

㌔
1

ほ

妄
覆
う
こ

と
い

よ

い

よ

困

難
と

な

り
､

い

つ

か

屯
弓

>
屯
さ

の

事
態
に

到
る

で

あ

ろ

う
｡

つ

ま

り

括
溌

な

投

資
は
､

吼
を

高
め

る

こ

と
に

ょ

つ

て
､

そ
れ

自
身

投
資
限
界
を

狭
醍
に

し
､

停
滞
へ

の

途
を

舗
装
す
る
｡

下
マ

ー

ル

が

投
資
の

こ

重

性
と

よ

ぴ
､

ハ

.
ロ

ブ

下

が

ア

ン

チ

ノ

ミ

ー

と
よ

ぶ

も
の

も
､

等
し

く
こ

の

同

じ

現

象
を

考
慮
し
て

い

る

に

外
な

ら

な
い
｡

た
ゞ

下
マ

ー

ル

が

む

し

ろ

投

資
の

生

産
力

教
典
に

カ
鮎

を

お

く
に

封
し
､

ハ

ロ

ヲ

下

は
､

有
数
需
要
の

相

封

的
不

足

に

重

鮎
を

う
ら

し

た
｡

す
た

わ

ち
､

ハ

ロ

ブ

下

に

お

け

る

停
滞
は
､

能
力
が

増

加
し

て

い

る

時
､

資
本
ス

ト

ッ

ク

を
フ

ル

に

操
業
す
る

だ

け
の

テ

ン

ポ

で

有
数
需
要
が

増

大

し

準
い

､

い

わ
ゞ

ホ

ブ

ソ

ン

的
状
態
に

外
な

ら

な

い
｡

■
彼
が

停

滞
の

救
痺
発
と

し

て

長
期
投
資
､

或
は

利
子

引
下

げ

に

も

と
づ

く

生

産
の

迂

同

化

を

は

か

り
､

‰
を

吼
の

水

準
に

ま
で

引
下
げ

る

こ

と

を

換
案
し

た
の

も

故
な

し

と

し

な
い
｡

す
な

わ

ち
､

屯
き

Q
う

＋
卸

=
向
-

ゑ

長
期
投

資
率

屯
亭

-1
加

-
モ

p

(
N
･

N

古

か

く
て
ハ

ロ

ッ

下

の

停
滞
理

論
は
､

次
の

よ

う
に

要
約
出
来
よ

う
｡

第
一

に
､

下
マ

ー

ル

と

8

と
し

く
､

停
滞
を

屯
ミ
ハ
屯
さ

な

る

状
態
と

理

解
し

空
ナ
と
｡

第
二

に
､

停
滞
を

投

資
と

貯
蓄
の

ア

ン

チ

ノ

ミ

ー

に

起

因
せ

し

め
､

や
ゝ

そ
の

需
要

側

面
■
を

重

税
し

た
こ

と
｡

第
三

に
､

停
滞
を

ひ

き

起

す
基
軸
と
し

て

外
生

的
な

草
本

的
要
因
の

均

一

加
率
を

導
入
し

た

こ

と
､

こ

れ

で

あ

る
｡

(

7
)

R
･

p
･

ハ

ロ

ア

ド

托

つ

い

て
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主

に

次
の
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つ

え
｡
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髄

ん■.卜
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.
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ゝ
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D
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欝
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C
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巧
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宏
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邑
E

告
七
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O

y

m
e

ロ
t

曾
○

急
ぎ

曾
邑
2

昔
〕

○

喜

邑
○
{

日

昌
-

○

邑
n
仏

古
事
こ
設
N
.

ワ

中

主
.

(

9
)

ビ

ル

ダ

ィ

ン

は
､

ハ

ロ

ッ

ド

の

資
本
係

数
を

行

動

係

数
(

訂
訂
喜
=
0
2

哲
i

e

n
-

)

と

解
し
､

企
業
者
の

所

得

挙
動
へ

の

尿
應
を

取

扱

う
も

の

と

考

え
､

他

方
ド

マ

ー

ル

の

そ

れ

を
､

技
術

的
に

規

定
さ

れ
､

む

し

ろ

投

棄
の

､

資
本
能

力
へ

の

反

感
を

茸

謝

す
る

も
の

と
し

て

轡

立
せ

し

め

た
｡

し

か

し
､

わ

れ
わ

れ
は
､

ハ

ロ

ッ

ド

の

資
本
係
数
q
を
､

ド

マ

ー

ル

と
ひ

と

し

く
､

技
術

的
に

確
定

せ

ら

れ

る

も

の

と

考

え

る
｡

H
.

空
5 .
ロ
】

A

曾
○

ヨ
2

星
口

A

邑
旦
竺
ロ
f

河
e

口
e

ロ
ー

曾
○

皇
F

峯
∪

夢
-

仏

こ
r

m
e

き
呂
E
c

呂
O

m
訂

河
2

喜
司

㌫
旦
こ

一

芸
N
-

p
.

u

芦

一

(

1 ｡
)

｡

れ

は
､

宮
崎

義
一

氏

｢

近

代

景

急
冷
の

歪
+

経
済
評

竺
八

年

貢
欝
負
う
｡

雪
､

わ

れ

わ

れ

は
､

鞍
を

完
全

操
業

成

長

率
と

′
考
え
､

資
本
使
用

慶
に

つ

き

若
干
の

補
正

を

し

て

い

る

の

で

括

静
は

幾

分

異
な
つ

て

い

る
｡

こ

1

で

は
､

完

全
雇

傭
で

は

な

く
､

完

全

操
業
を

日

や

す
に

す
る
｡

▼

(

1 1
)

ア

イ

ス

ナ

ー

の

方
程

式

吋

が

等
は

(

N
･

∞

)

式

と

等

し

く

は

な
い

｡

彼
忙

お

い

て
､

p

は

完

全

雇
傭
生

産
力
と

も
､

又

完

全

操
業
生

産
力

と
も

解
き

れ
て

い

る
｡

従
つ

て

淵

は

生

産
能

力
の

賛
現

係
数
で

あ
る

と

と

も

に
､

使

用

さ

れ
る

螢

働

資
源
の

就
業
慶
を

も
示

す
｡

し

か

し
､

こ

の

二

つ

は
､

-

肢
的

に

か

と

し

く

な
い

｡

特
に

停
滞
の

場
合

に

は
､

賛
現

係

数
の

方
が

螢

働
就
業

ま
よ
り

も

小

で

あ
る
｡

戸

田
i

宴
H
}

冒
d
2

岩
m
p

首
2
2

日
一

宮
仁

萱

g
亡

m

邑
2

…

岩
岩

畳
も
m
e

ユ

嘗
E
c

O
ロ

○

邑
c

㌘
音
づ

欝

阜
-

琵
p
勺
･

会
-

ヰ
叫
.

更
に

賓
本
ス

ト

ッ

ク

の

完

全

操
業

度
に

も
､

い

く

ば

く
の

操
業

傲
力

が

加

味
さ

れ
て

い

る

か

ら
､

好

況

過

程
に

お

い

て

は
､

能

力

以

上
の

生

産
が

行
わ

れ
る
｡

r

は
､

こ

の

鮎
を

考

慮
し
､

わ

ず

か

な

欒
域
を

も
つ

係
数
で

あ
る
｡

宮
崎

氏
の

レ

ス

･
テ

頒
て

■

霊
山

乎
管
内

.
又

経
済
停
滞

艶

静
の

二

つ

の

類
型

さ∂7

し- ■■ ■ -



一

橋

静

琴

第
三

十

春

希
六

凍

/

⊃
頂

■

〓
か

㌍
㌍
…

〓
㍑
〓
だ

け
で
､

こ

れ

で

は
ハ

羞
く

好
況

期

要

撃
∂9∂

か

な
い

｡

わ

れ

わ

れ
の

γ

は

そ

の

蒙
昧
で

有
意
義
と

思
う
｡

(

望

曾
き
f

邑
出

邑
阜
N

宍

戸
e

O

旨

計

芸
i

喜
賢
口

車
胃
F

賢
2
∽

盲
e

蔓
邑
F

賢
旨
A

邑
三
軍

ぎ
≡

莞
r

叩

u

ム

ー
ー

▲
設
.

(

空

こ

1
一

言

賓
ハ

㌘
の

ケ

ー

ス

を

こ

の

二

つ

蒜
墓
に

隈
つ

て

考

え
て

い

る

か

ら

阜
ト

は

簑
業

人
口

の

望
率
に

ひ
■
と
し

い

｡

B

成
長
率

減
少

詮

(

1 4
)

C

臥
･

ヒ
一

ギ
■ン
ス

の

停
滞
理

静

や
と

し

く

脛
痺
の

外

生

国
子
を

導
入
し

蒙
ら
､

･

‥

言
､

下
マ

ー

ル

の

停
滞
理

論
と

ほ
ゞ

封

塩
的
立

場
に

立
つ

の

が

A
･

ハ

ン

セ

ン

及
び

B
･

妄
ン

ス

の

孟
で

あ

ろ

う
｡

基
本
的
に

ほ
ハ

ン

セ

ン

.の
ア

イ

デ

ア

を

う

望
ぎ
､

そ
れ

を

廉
く

包

括
的
に

定
式
化
し

て

い

る

意

味
で
､

こ

↓

で

は

わ

れ

わ

れ

は
､

ヒ

ギ
ン

ス

の

論
述
を

と

ら

え

与
フ
｡

漂
､

停
滞
を

誓
約

琵
高
と

規

質
の

産
出

高
の

解
離
と

し
て

考
え
､

こ

の

ギ
ャ

ッ

プ

を

規

写
る

妄
要

因
を

失

誉
理

解
し
て
､

央
業
の

原
因
を

詳
細
に

論
述
し

た
｡

ヒ

ギ
ン

ス

の

使

用
す
る

記

統
は

次
の

如
く
で

あ

る
｡

､
恥
1-

潜
在
的

琶
商
､

す
な

わ

ち

完
全

革
傭
と

憲
の

最
適
配
分

と
に

結
び
つ

く

琶
高
｡

仇
=

現
賛
の

産
出
高

●

溝

㌢

f
ノ
･

巨

+
-

･へ
■い亡



∫

n

純
投

資

∫

=

完
全
雇
傭
下
の

純
投
資

ぶ

=

純
貯
蓄

J

=

労
働
力
の

大
い

さ

(

甘

旨
･

司
e
e

打
払

で

は

か

る
)
｡

単
純
化
の

た

め

に

労
働
力
の

全
人
口

に

対
す
る

比
率
は

不

欒
で

あ
る

と

し
､

上

は

時
間
の

函

数
と

考
え

る

(

す
な

わ

ち

ト

(

〇
)

グ

ロ

技
術
(

ま

た

は

生
産
九
)

の

水
準
｡

た

と

え

ば
､

で

の

比
例
的
噂
加
は
､

用
い

ら
れ
る

生
産
諸
要
因
の

数
量
を

髪
化

せ

し

め

る

こ

と

な

く
､

同
じ

.

割
合
だ

け

産
出
高

絶
皇
を

噂
加
せ

し
め

る

も
の

と

し
､

r

は

時
間
の

函
数
で

あ
る

(

只
S
)

♪

=

経
済
全
鰹
と

し
て

の

綺
占
度
｡

こ

れ
叉
時

間
の

函
数
(

b
(

0
)

ガ

=

央
業
(

ヨ
甲
ロ
･

弓
e

e

訂

で

測
る
)

品

=

失
業
の

日

昌
丁

司
e

e

打

普
り
の

潜
在
的
産
出
高

-

Q
=

資
本
存
在
畳
､

時
間
の

函
数

め
(

凸

潜
在
的
産
出

高
は
､

Q
垣

-1

唱
･

夷
ト
】

如
い

の
)

･
(

汁
-

)

′
は

生

産
函
数
で

あ

る
｡

≠

に

つ

い

て

微
分
す
る

と
､

･

絹
-1

ユ
約
･

鞘
･

紳
輔
＋

*
鴨
)

･

稲

妻
慧
)

叉

Q
昏

=

Q
態

-
ゝ
1

･

如
い
申

-

短
(

b
)

7 1

就

業
労
働
者
の

生

産
力
と

失
業
労
働
者
の

そ
れ

と
の

間
に

趨

勢
的
欒
化
が

な

い

も
の

と

す
れ

ぼ

(

い
.

N

)

(

い
.

山

)

占9∂

経
済
停
滞
理

静
の

二

つ

の

顆
塑
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】

橋

静
■
爵
.
第
三

十

各

界
大

鏡

山
い
ゃ

-1
か

づ

か

く
て

0

ヨ1
0
セ

⊥
軒
司

増
＋

岳
ペ

包
}

質
し

て

輯
(

デ
2
‖

庵
㌔
佃

丸
恥

計

憎
･

軋

包
1

丸
b
呵

軋

b

軋
h
)

聖

(
い
.

古

(
い
.

u

)

β∂∂

い

ま

猫
占
に

も
と

づ

く

資
本
の

不

通
正

配
分
の

教
具
を

無
税

す
る

と
､

失
業
畳
は

完
全

雇
傭
下
の

貯
蓄
と
投

資
の

差
(

払

丁
-
)

に

何
ら

か

の

係

数
～

を

乗
じ

た

鋳
で

あ

る
｡

宅
--
～

〔

宍
≠

)

ト

六
〇
〕

鴫
=

綿
周
〇

ふ

苧
～

〔

綿
1

咋
〕

(

山
.

8

(

山
.

ご

～

の

欒
化

率

埠
ネ

グ

リ

ジ

ブ

ル

だ

か

ら

右
遽
第

二
萌
は

零
と

な

る
｡

ヒ

ギ
ン

ス

は

貯
蓄
を

産
出
高
､

時
間
選
好
､

利
子

率
の

函
数
で

あ

る

と

考
え

る

が
､

彼
の

認
め

る

如
く
､

後
の

二

軍
の

教
具
は

殆
ど

無
視
し

て

よ

い
｡

叫
n
払

(

Q

し

(

㌢
∞

}

叉

投

資
は
､

産
出

高
の

増
加
函
数
､

努
働
カ
､

新
資
漁
の

開
蟄
及

び

技
術
の

各
増

加

率
の

増

加

函
数
､

更
に

資
本
香

春
真
の

減
少

函
数
で

あ
る

が
､

ヒ

ギ
ン

ス

は

最
後
の

も
の

を

無

税
し

う
る

と

考
え

る
｡

計

芸
き
A

紳

輔

咋
)

(

い
.

ヱ

(

≡
)

式
は

右
連
帯
一

項

只

邑
を

排

除
す
る

限
り
､

完
全

雇
僻
水

準
の

投
資
は

外

生

的
諸

侯
件
の

増
加

率
に

依
存
す
る

こ

と
を

示

し
､

∴
冒

■
-
＼

ノ

.し
F

ぎ

∵

′

し
一≠

.､
て

,

】

ト

ロ



乃

ノ

ヽ
′

周
知
の

ハ

ロ

ッ

ド
･

モ

デ

ル

に

お

け

る

屯

㌔
1

呵

に

相

等
し
い
｡

他
方
(
い
･

00

)

式
は
､

貯
蓄
が

産
出

高
の

｢

水

準
+

に

依
存

す
る

こ

と

を

示

し

て

を

り
､

ハ

ロ

ブ

下

の

払

呵

に

等
し

い
｡

従
つ

て

ヒ

ギ
ン

ス

の

停
滞
は

屯

も
1

下
ハ
也

叫

.
に

外
た

ら

な

い
｡

こ

れ

こ

そ
ハ

ロ

言

の

ア

ン

チ

ノ

ミ

ー

理

論
の

意
味
す
る

と
こ

ろ

で

あ

る
｡

(

い
･

∞

)

(

い
･

ヱ

式
を

検
分
し

(

ニ
)

に

代

入
す
れ

ぼ
､

鴨
n

三

輪
(

轟
綿
＋

練
絹
＋

*
鴫
)

十

鴨
･

辛
{

紳
(

A

桓
-

恒

心

ト

〔

記

十

紳
輔
＋

綽
鴫
)

＋

綿
･

支
紳
輔
＋

紳
輔
＋

紳
輔
)
〕

(

呈

こ
■
れ

か

ら

妄
ン

ス

望
ハ

の

よ

う
に

結
論
す
る
｡

｢

急

慧
人
口

増
加
､

フ

ロ

ン

テ

ー

ア

の

撰
大
及

び

急

慧
技
術
的
進
歩
に

ょ

つ

て

潜

在
的
資
質
所

得
が

逓
増

率
を

も
つ
■
て

増

加

す
る

ぼ

あ
い

に

は
､

労
働
供
給
へ

の

壁

カ
が

大

と

誉
ソ

､

慢
性
的
イ

ン

フ
■
レ

･

ギ
ャ

ッ

プ

が

起

り

得
る
｡

人
口
､

薪
資
源
の

供
給
及

び

技
術
的
知
識
が

逓
減
率
を

も
つ

て

成
長
す
る

ぼ

あ
い

に

は
､

貯
蓄
は

な
お

増

加
す
る
｡

し

か

し

他

方
一

定
時
鮎
に

立

到
る

と
､

成
長
率
の

逓
減
と

資
本

存
在
量
へ

の

不

利
な

数
果
が
､

資
質
所

得
増

加
の

有
利
な

数
果
を

打

消
す
こ

と
に

な

る
｡

こ

の

鮎
か

ら

は
､

純
投
資
は

低

落
し

は

じ

め
､

失
菓
は

増
加
し

は

じ
め

る
｡

か

く

し

て

経
臍
は

成
長
率
が

減
衰
す
る

や

香
や

不

完
全

震
の

逓
増
を

蒙
る
｡

更
に

呈
す
べ

き

こ

と

は

輯
)

鴫
差
は
.

鴫
･

の

何
れ

に

も
せ

羞
で

雪
て
､

嘗

該
第
二

姦
係
数
が

負
で

あ

り
､

且
つ

投

資
函
数
に

お

け

る

他
の

第
二

次
教
係

数
の

和
が

零
で

あ

る

な

ら

ば
､

不

完
全

屠
僻
の

逓
増

頗
向
が

現

わ

れ

る

と
い

う

(

1 5
)

こ

と
で

あ

る
｡

+

す
な

わ

ち

外
生

的
要
因

エ
､

そ
r

が

怪
常
的
に

成
長

す
る

の

で

は

な

く
､

減
少

的
増

加

率
を

も
つ

て

成
長

す
る

こ

と

に
､

彼
は

停
滞
の

第
一

次
的
原
因

を

見
也
し

て

い

る
｡

こ

の

場
合
に

は
､

産
出

高
恥
は

逓
減
的
に

増
加

し
､

従
つ

て

貯
蓄
も
叉

逓
減
的
に

成
長

す
る

で

あ

ろ

う
｡

し

か
る

に

完
全

雇
僻
を

維
持
す
る

た

初

に

要
求
さ

れ

る

投

資
は
､

資
質
産
出
高
水

準
(

カ

レ

ツ

キ

ー
･

エ

フ

テ

ク

βOJ

寧
折

博
野
埋

骨

三
つ

の

葡
型

-

■
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一

橋

静

養

■第
三

十

春

希
大

旗

(

1 6
)エ
が

高
ま

る

に

伴
い
､

投

資
函
数
右
遽
祭

二

項
の

教
具
に

丈
り

暫
く

有
利
な

故
果
を

も
つ

が
〕

あ

る

鮎

以

後
は
､

･

て
. ･

耳
､

･

上

の

単

純
な

減
少
に

も

と
づ

く

了
の

絶
封

的

減
退

が

支
配
的
と
な

り
､

了
ほ

絶
封

的
に

減

少

す
る

で

あ

ろ

う
｡

こ

の

射

は
ハ

ロ

ッ

下
､

下

マ

ト

ル

と
全
く

封
疏
で

あ

る
｡

彼
等
に

あ
つ

て

は
､

自
然
成
長
率
が

減
少

し

な
い

ぼ

か

り

か
､

た

と
え

増
加
し

て

も

‰
と
の

相

封

闊
係
で

屯
毒

>

屯
謡

な

る

限
り

停
滞
を

免

れ

ず
､

互

大
な

遊
休
能
力

と

尤
大
な

失
業
を

生

起
せ

し

め

る
｡

従
つ

て

ハ

ロ

ッ

イ
･

モ

デ

ル

に

関
し

て

い

え

ぼ
､

ヒ

ギ
ン

ス

､

ハ

ン

セ

ン

の

條
件

は
､

停
滞
の

た

め

に

必

要
で

も
十

分
で

も

な

い
｡

こ

の

原

因
は
､

ハ

ン

セ

ン

､

ヒ

ギ
ン

ス

･

シ

ュ

ー

マ

に

(

1 7
)

ぉ

い

て
ハ

｡

言
の

い

わ

ゆ
る

‰
を

考
え

て

い

な

い

こ

と
に

も

と
づ

く
｡

ヒ

ギ
ン

ス

は

仇
を

農
全

雇
僻
と
､

安
藤
の

最
適
配

分
■に

結
び
つ

く

産

当
量
と

規
定
し

た

が

こ

の

後
者
は

外

彗
ぬ

資
本
ス

ー

ツ

ク

の

完
全
利
用
を

意
味

す
る
｡

ハ

ロ

言
･

ぞ
ー

ム

に

お

け

る

鞍
と

恕

ヒ
■
ギ
ン

ス

に

お

い

て

全
く

同
一

の

概
念
で

あ

る
｡

か

く
て

ハ

ン

セ

ン

･

ヒ

ギ
ン

ス

･

.
シ

ェ

ー

マ

を

要
約
す
る

と
､

第

言
停
滞
を

全

く

外
生

的
諸

要
因
の

欒
動
拓

よ

ら

し

め

た

こ

と
､

第

二

に

外
生

要
因
の

増

加
率
減
少
､

す
な

わ

ち

屯
■
入
?

を

停
滞
の

必
要
且

十

分
條
件

た

ら

し

め

た

こ

と
､

第
三

に

吼
と

吼
の

区

別
を

は

じ

め

か

ら

考
慮
せ

ざ

る

こ

と
､

第
四

に

完
全

雇
備
に

お

け

投

資
函
数
に

カ

レ

ツ

キ

ー
･

エ

フ

ェ

ク

ー
.
を

考
慮
し

た

こ

と
､

こ

れ

で

あ

る
｡

(

1 4
)

B
･

ヒ

ギ
ン

ス

に

関
す
る

参
考

静

文

は

→
F
e

→
F
①

○

召
○

=
ロ

S
乳
薦
q

邑
e

昌
喜
七

首
莞
2
t

包
〔

○

ロ
○

邑

こ
○

已

邑
こ
ロ

ロ
e

-

冨
.

･

写
N

設

+
N

ざ

(

1 5
)

H
i

叫
的
i

日
∽

二
じ

勺
.

9 .
什

こ

ワ

N

芦

(

1 6
)

投

資
を

所

得
の

｢

水

準
+

に

か

⊥

わ
ら

し

め

加

速

度
庶

現

に

尿
哲
し

た

の

は

カ

レ

ツ

キ

ー

で

あ
る
｡

声

内
巴
2

C

打
i

こ
円
∽
∽

P

冨
山

三
F
2

t

訂
○

召
O
f

官
○
ロ
○

邑
c

ヨ

邑
邑

i

O

ク

ー

買
Y

･

写
･
窒

よ
仇

〉

(

1 7
)

屯

識
Q
蛋

が

常
に

維

持

さ

れ
る

と
い

う

保

置
は

な
い

｡

こ

の

両

者
を

直

別
し

な

か

つ

た

の
■
は
､

投

資
の

鐘

産
力

激
臭
に

野

す
る

認
識

不

十

允
,

β0.ヨ

･

済

▼＼
■

じ
斗

､

-
.

二⊥ 丘 _

..........▲
二



≠

一

こ

▼､
･ ′

l
＼

･

｢

ノ

5
】

7
一

忙

も

と
づ

く

も
の

せ

は

あ
る

ま
い

か
｡

三

内
生

的
停
滞
理

論

長
い

景
気
理

論
史
に

お

い

て

も
､

内
生

理

論
の

定
立

琴
き

わ

め

て

最

琴
の
ナ

.
主
に

ぞ

く

す
る

如

く
､

停
滞
理

論
に

お

い

て

も
内
生

理

論

は

軒

だ

殆
ど

未
熟
と
い

つ

て

よ

い
｡

-

レ

ン

/
下

と
い

う
ど

く

長
期
の

欒
動
を

理

論
的
に

解
明
せ

ん

と

す
る

こ

と

は
､

そ
の

こ

と

自
饅
と
り

わ

け

困

難
を

伴
う

潰
で

あ
り
､

現

段

階
の

不

毛

は
､

そ

還
り

で

は

首
然
と
い

え

よ

う
｡

わ
れ

わ

れ

は

そ

の

中
で

痺
に

無
税
出

爽

奈

〔

二

つ

の

畢
詮

-
す

寧
わ

ち
､

J
･

シ

ュ

タ

イ

ン

下

ル

の

礪
占

化

詮
と

2

■･

凹
･

ス

ク

∴
ジ

ー

の

過

少

帝
費
詮
を

と

り

あ

げ

よ

う
｡

(

1 8
)

A

猫
占

化

詮
(

J
･

シ

ー

タ

イ

ン

下

ル
)

･

停
滞
を

そ

も

そ

も

資
本

主

義
の

髄
質
に

奪
す
必
然
的
な

結
果
■と

考
え
､

そ
の

原

因
を

資
本
主

義
の

窟
造
化
､

す
な

わ

ち

濁
占

化
に

求

砂

よ

う

と

す
る

見
解
は

既
に

E
･

マ

ル

ク
ス

と
と

も
に

古
い

の

で

あ

る

が
､

こ

れ

を

近

代

理

論
に

ょ

つ

て

全

面

的
に

解
明
し

妄
つ

と

試
み

た

射
で

シ

言
イ

ン

下
ル

の

所
詮
は

き

わ

め

て

ユ

ニ

ー

ク

と
い

つ

て

よ

い
｡

疲
に

ょ

れ

ば
､

.
停
滞
と

は

資
本
蓄
積
率
の

逓
減
す
る

状
態
を

意

味
す

る
｡

彼
は
､

資
本

主

義
の

襲
展
を

競
畢
的
産
業
､

す

苧
琶
あ

る

基
準
量
を

こ

え

る

過

剰
能

力
が

産
業
内
部
の

各
企

業
者
の

競

争

を

通
じ
て

排

除
さ

れ
､

利
潤
の

非
弾
力
的

琴
る

型
の

産
業
の

支
配
か

ら
､

猫

占
的
(

な

い

し

寡
占

的
)

産
業
､

す
な

わ

ち

過

剰
能
力
が

債

格
部

下

競

争
に

ょ

つ

て

排
除
さ

れ

た

い
､

利
潤
の

非
弾

力
的
な

る

型
の

産
業
の

支

配
へ

の

推
移
と

考
え

る
｡

こ

の

二

つ

の

産
業
の

タ

イ

プ

は
､

内
部
蓄
積
､

能
力
使
用

度
､

制
約
率
及
び

利
潤
率
な

る

四

つ

の

中
間
項
に

相

異
な

る

影

響
を

輿
え
､

そ
の

影

響
を

通
じ
て

資
本
蓄
積

に

犬

芸
エ

フ

ェ

ク

ー

を

も

た

ら

す
｡

逆
に

叉
資
本

蓄
積
そ

れ

自
身
が

羊
れ

ら

の

諸
基
本
要
因

に

影

響
を

輿
へ

､

こ

の

相

互

作
用
を

通
じ

庖
錬
膚
野
塩

静

三
つ

■の

顛
型

β0 3
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叫

′
少

ハ

.

. -
-?

一

鴨
＼

守

綿
寸
l

叫
†
絹
＼

p

(

昌

過

剰
能
力
の

成
長
率
増

大
､

.
す
な

わ

ち

資
本
使

用
度
の

減
少

は
､

そ
れ

だ

け

貯
蓄
相

應
分
を

吸

収

し

資
本
蓄

積
率
の

増
大
を

意
味
す
る
｡

し

か

し

過

剰
能
力
の

異
境
的
増

大
は
､

そ
の

た

め

に

玉

顔
の

維
持
費
用
を

要
す
る

か

ら
､

一

般
的
に

は

使

用
度
の

減
逸
に

比

例
し
て

増
加

す
る

維
持
費
用
の

果

績
を

考
慮
に

い

れ

な

け

れ

ぼ

な
ら

ず
､

こ

の

後
者
の

増

加
は

資
本
蓄

積
率
の

滑
長
に

負
の

教
具
を

も
つ

で

あ
ろ

う
｡

わ
れ

わ

れ

は

シ

ュ

タ

イ

ン

ド

ル

の

シ

ス

テ

ム

を

を

の

よ

う
に

再

構
成
し

ょ

う
｡

『
=

等

○

<
屯

肌
-

(

戸
い

)

■

p
七
=

内

(

戸

古

句

卦
『

(

今
山
)

』

内
=
払

呵

(

戸
か

)

e

』

七
-1

』

内

(

戸

O

e

』

勺
=

も
t

勺

鴨
=

小
屯

(

昌

(

♪

古

及

び

(

P

O

か

ら

h

/
サ
ー

』

セ

』

内
.

h
〕

一
代
.

髄
済
停
滞
理

瀞
の

二

つ

の

寮
型

(

2 0
)

心

伺
‖

ト
一

旬

b
m
J

e

(

丹
や
)

βαぎ



濁
占

化

に

ょ

り

β

が

低

下

す
る

こ

と

は

蓄
積

ド

ル

は

更
に

制
約
率

ダ
が

資
本

蓄
積
に

及
ぼ

す

｡

企

業

資
本
は

g
､

内
部
蓄
蹟
必

と

外
部

資
本

数
果
を

も
■つ
｡

β0 6

増

大
す
る

可

能

性
が

強
い
｡

し

か

し

猫
占
化
の

の

事

情
び

と

し
き

限
り
■
競
寧
型

産
業
に

お

け

る

ろ

う
｡

し

か

し

彼
も

述
べ

る

よ

う
に

蓄

積
率
に

い

に
.
は

非
常
に

小
で

あ

る
｡

小
企

業
群

か

ら

な

影

響
を

も
つ

が
､

猫
占

型

産
漂
で

ほ

そ
の

た

め

に

封

す
る

封

祀

合
的
信

扱
が

絶
大

で

あ

る

か

よ

る

と

株
式
資
本
の

導
入
に

ょ

り
､

外

部
資
本

用
を

も
つ
｡

こ

の

溌

め

に

蓄
積
率
の

逓

減
を

或
一

ヽ

ヽ

ヽ

伴

う

利
潤

率
の

低

下

は
､

株
式
敢
行

を

益
々

窮



･≠

ミ
■

屈
に

し
､

か

え

つ

て

大
き

な

配
常
に

ょ

る

外
部
貯
蓄
の

創

成
を

も
た

ら

し
､

結
局
は

ダ
を

高
■
め

て

資
本
蓄
積
率
の

下

落
を

促
進
す
る

作
用

柊

韓
ず
る
｡

株
式
合
祀

制
度
の

蟄
展
は
､

か

く
て
一

時
は

停
滞
に

勤
し

て

歯
止

め

の

役
を

果
し

た
が
､

そ
れ

は

単
に

停
滞
の

繰
延
べ

に

し

･

か

す
ぎ

な

い
｡

費
行
を

困

難
に

す
る

事
情
は
､

こ

ん

ど

は

逆
に

伴
野
の

進

化
を

促
進
す
る

椿
事
に

韓
ず
る
｡

以

上
の

所

誠
に

ょ
つ

て

明
う

か

な

如
く
､

シ

ュ

タ

イ

ン

ド

ル

は
､

停
滞
を

経
臍
の

構
造
欒
化

と

そ
れ

に

伴
う

能
力

使

用

度
の

減
退
に

求

め
､

外
生

的
な

諸

要
因
を

そ
の

詮
明

原
理

か

ら

完
全
に

排
除
し

た
｡

勿
論
そ
の

の

ぶ

る

と
こ

ろ

き

わ

め
て

不

備
で

あ

り
､

と
り

わ

け

費
寧

型
か

ら

濁
占

型
へ

の

経
臍
構
造
推
移
の

理

論
を

炊
い

て

い

る

こ

と
は

重

大
な

快
隋
で

あ

ろ

う
｡

そ
れ

に

も

拘
ら

ず
､

停
滞
理

論
を

猫
占

化

一

と
ゆ

う

全

く

内
生

的
な

原
因
に

も

と
づ

小

て

展
開
し

た

彼
の

拳
理

は
､

凡
百
の

挟
隋
を

こ

え

て

子
一

-

ク

な

も
の

と
い

つ

て

よ

い
｡

一

(

1 8
)

以

下
の

静

邁
は

次
の

著
書
に

よ

る
｡

ナ

∽
t

e
i

已
-
〉

胃
邑

邑
宥

和

S
什

式
日

邑
○

ロ

i

ロ

A

2
e

計
呂

C
p
p

芹

巴
i

∽

臼

こ
諾
N
〉

(

1 9
)

こ

の

節
の

展

開
は

か

な

り

自
由

な

も
の

で

必

ず
し

も
シ

ュ

タ

イ

ン

ド

ル

の

所

詮

に

こ

だ

わ

ら

な
い

｡

･

(

空

ア

イ
ス

ナ

ー

は

卜
屯

を

過

少

雇
傭
均

衡

成

長

率
と

解
し

て

い

る
｡

･
し

か
し

こ

れ
は

資
本
ス

ト

ッ

ク

の

操
業

と

螢

働
の

就

業
を

全

く

固

別
せ

e
T

ぎ
る

見

解
で

あ
る
｡

更
に

ア

イ

ス

ナ

ー

は
β

を
コ

ン

ス

タ

ン

ト

と

考

え
て

い

る

が

こ

れ
又

不

常

で

あ
■
る
｡

望
∽

ロ
e

J

O

ワ

已
t
.

〉

p

ワ

念
-
誌
.

(

2 1
)

3

過

少

滑
費
詮
(

P
･

出
･

ス

タ

イ

ー

ジ

ー
)

資
本
主

義
の

死

相
(

ヨ
○

ヨ

邑
O

m
O

芭
と

考
え

ら

れ

る

停
滞
を

資
本
家
が

自
己
の

生

産
す
る

商
品
の

慣

値
を

完
全
.
に

責
現
し

得
な

い

Ⅳ

乃

と

と
か

ら

生

起

す
る

も
の

と

解
す
る

の

が
ス

タ
イ

ー

ジ

ー

の

い

わ

ゆ

る

賢
現

恐

慌
諭
で

あ
一
り
､

妄
の

原

因
を

彼
は

過

少

消
費
に

見
出
し

て

6

経
済
停
辞
琴
静
の

こ

つ

の

類

型

■



ん

現

実

芸
域

】

ノ
橋

静

養

弟
三
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